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新

年

　

の

こ

験

抄

新
年
を
迎
え
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す。
2
0
1
0
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

今
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
国
内
的
に
は
政
権
交
代
と
い
う
画
期
的

政
変
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
ど
の
よ
う
な
年
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
、
心
配
で
も
あ
り
楽
し
み
で
も
あ
り
ま

す。
自
治
振
興
連
合
会
も
、
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
計
画
通
り
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
更
な
る
新
し
い
取
り
組
み
が
出
来
る
よ
う
実

施
計
画
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
に
は
、
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
の
開
通

に
先
駆
け
て
吉
舎
町
の
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
に
着
手

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

二
つ
に
は
、
掘
り
起
こ
し
の
成
っ
た
も
の
を
マ
ッ
プ
に

貼
り
付
け
て
、
歴
史
・
観
光
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
作
業
は
、
簡
単
に
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
皆

様
の
熱
意
で
是
非
と
も
完
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
初
に
作
る
も
の
は
モ
デ
ル
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
何
卒
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
み
ん

な
で
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

年
頭
に
当
た
り
、
2
0
1
0
年
度
に
取
り
組
む
指
針
を

述
べ
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会
　
会
長
　
寺
戸
照
一

し

2
0
1
0
年
の
新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。

2
0
0
9
年
の
世
相
を
現
す
「
今
年
の
漢
字
」
に

選
ば
れ
た
の
は
「
新
」
で
す
。
改
革
、
新
鮮
、
挑
戦

な
ど
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
す
。

吉
舎
町
に
お
い
て
は
、
今
年
3
月
末
ま
で
に
「
吉

舎
図
書
館
移
転
改
築
」
、
「
（
仮
称
）
吉
舎
児
童
公

園
整
備
」
の
工
事
が
完
成
し
ま
す
。
新
年
度
か
ら
は

「
中
四
字
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
」
な

ど
が
始
ま
り
ま
す
。

交
流
の
拠
点
と
し
て
、
楽
し
く
潤
え
る
も
の
と
す

る
た
め
、
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
も
、

一
部
の
区
間
で
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。
全
線
の
早
期

開
通
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
自
治
振
興
連

合
会
を
は
じ
め
諸
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
そ

の
確
か
な
歩
み
が
必
要
で
す
。

「
対
話
」
　
「
公
正
」
　
「
安
心
」
を
機
軸
と
し
た
市
政

を
も
と
に
、
吉
舎
支
所
が
市
民
生
活
の
身
近
な
拠
り

所
と
な
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
と
っ
て
、
こ
の
1
年
が
新
し
い
感
動
や

夢
、
元
気
を
与
え
、
健
康
で
多
く
の
幸
せ
も
た
ら
す

こ
と
を
願
い
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

三
次
市
吉
舎
支
所
　
支
所
長
　
淀
　
弘
之



●　　　－ � � � �∴∴ ま畿雲擬 ��∴●＼∴ � � 

2紅‡ � ��� ��統 率畿：：・深 ；ゞ： 漆 ＿．繕．重 点；i鑑三 ∴：・∴∴ 言∴∴子∴ � 

1事 ‾“鰯 ��≒　oii � � ��王嵩 �� ��嚢螺繋 

∴∴ ��撥嚢董 

∴：÷∴ �� ��∴： 農・V・： 

一∴ 

転義 � �怒登 �藍 � �；e†4＝ �� � 
∴子 �∴：∴ � � ��‥　i �／ざ ：「 � �∴∴∴す∴千言 ��� 

．．器艦；・※ ．罵暮続亮一＼∴ �� � ��� � 

十一㌧∴ ���：∴ � ��＼∴： ∴∴ �� �� �＼lii子 子∴： 

議 ���� �� 

㌦ ��� � � �� 

＋ふさ＼i � ��� 

言∴≡綴綴鑑識盗普請 �� �∴“、、 �．∴、∴ �家；：“ � �綾織 ‘〉－： �� � � �縫撥 � �∴辛lミ∴竃∴∴ 

享三譲；； � � �∴ � � � ��� 

・・　　　1 ����‡： � � �� ��霧 
子、∴∴ � � 

2

世
代
間
交
流
はも

ち
つ
き
大
会
で

中
四
字
自
治
振
興
会
で
は
、
1
2
月
2
0

日
　
（
目
）
　
に
、
第
3
回
世
代
間
交
流
も
ち

っ
き
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

大
人
子
ど
も
合
わ
せ
て
6
3
人
は
、
小
雪
の

舞
う
中
で
元
気
に
杵
を
振
り
上
げ
て
餅
つ

き
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
何
回
か
杵
を
振
り

下
ろ
す
た
び
に
腰
つ
き
も
良
く
な
り
、
力

強
い
音
に
大
人
の
皆
さ
ん
の
歓
声
を
浴
び

て
い
ま
し
た
。

つ
い
た
餅
は
、
ぜ
ん
ざ
い
、
き
な
粉

餅
、
あ
ん
こ
餅
に
分
け
ら
れ
、
嬉
し
い
笑

顔
が
並
ぶ
試
食
会
と
な
り
ま
し
た
。
食
後

は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
景
品
を
も

ら
っ
て
参
加
者
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
健

康
を
祈
り
な
が
ら
散
会
し
ま
し
た
。

（
寺
戸
照
一
）

園
児
と
一
緒
に

毘
沙
門
広
場
花
担
え
交
流
会

日
月
2
7
日
　
（
金
）
　
の
朝
1
0
時
か
ら
、

吉
舎
保
育
所
黄
組
・
縁
組
の
園
児
の
み
な

さ
ん
と
、
古
市
喜
楽
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
で
、
保
育
所
園
児
が
い
つ
も
通

る
、
毘
沙
門
広
場
の
花
壇
に
、
パ
ン
ジ
ー

（
1
6
0
本
）
　
と
葉
ボ
タ
ン
　
（
3
2
本
）
　
の

苗
を
植
え
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
て
、

子
ど
も
た
ち
も
、
じ
い
ち
や
ん
・
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
楽
し
そ
う
に
作
業
を
行
い
、
植

え
た
あ
と
は
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
楽

し
く
交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
こ
の
花
壇
を
一
度
見
に
来

て
く
だ
さ
ー
い
。
　
　
（
高
下
美
恵
子
）

大
人
顔
負
け
の
出
来
栄
え

し
め
な
わ
作
り
講
習
会

1
2
月
1
2
日
　
（
土
）
　
午
前
9
時
3
5
分
か

ら
、
八
幡
小
学
校
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
で
、

小
学
校
児
童
、
保
護
者
、
教
職
員
、
八
幡

自
治
振
興
会
の
み
な
さ
ん
が
、
雲
通
の
山

本
一
江
さ
ん
指
導
の
も
と
、
し
め
な
わ
作

り
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
学
校
児
童
も
大
人
顔
負
け
に
立
派
な

し
め
な
わ
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
平
成
2
2

年
の
正
月
は
、
手
作
り
の
し
め
な
わ
が
各

家
庭
の
玄
関
を
飾
っ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
（
廣
畑
義
行
）

楽
生
塾
か
ら
グ
ル
ー
プ
誕
生
－
・

『
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
同
好
会
』

昨
年
度
、
楽
生
塾
の
ク
ラ
ブ
活
動
か
ら

誕
生
し
た
　
「
写
真
ク
ラ
ブ
」
　
に
続
き
、
今

年
度
も
新
し
い
グ
ル
ー
プ
　
「
ス
ポ
ー
ツ
吹

き
矢
同
好
会
」
　
が
誕
生
し
ま
し
た
。

塾
生
以
外
の
方
も
新
た
に
メ
ン
バ
ー
に

加
わ
り
、
毎
週
水
曜
日
の
1
0
時
か
ら
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
に
集
ま
り
練
習

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
筒
や
矢
を
手
作
り
す

る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
の
よ
う
で
す
。

1
2
月
1
2
日
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

交
流
会
（
三
和
町
）
　
に
参
加
し
、
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
ら
れ
、
今
後
の
活
動
の
励

み
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
グ
ル
ー
プ
が
ど
ん

ど
ん
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。
　
　
（
藤
村
恵
子
）
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『
ぶ
り
の
生
萎
風
味
焼
』

安
田
男
性
料
理
教
室

「
ぶ
り
の
切
り
身
に
酒
、
し
ょ
う
が
汁
を

ふ
り
か
け
て
」
　
と
1
2
月
2
1
日
　
（
月
）
　
男

性
料
理
教
室
生
1
2
人
が
、
安
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
大
特
訓
。
本
年

6
回
目
、
正
山
奥
恵
さ
ん
、
平
岡
は
る
み

さ
ん
両
講
師
の
も
と
に
、
7
品
目
を
つ
く

り
、
試
食
は
忘
年
会
を
兼
ね
ま
し
た
。

「
刺
身
も
付
け
た
ん
だ
よ
、
一
人
暮
ら
し

に
は
大
変
勉
強
に
な
っ
て
、
喜
ん
で
参
加

し
て
い
る
。
」
　
と
、
住
田
岩
夫
（
8
5
歳
）
さ

ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
多
留
正
弘
）

手
造
り
の
門
舷
が
お
出
迎
え

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
祭
り

1
2
月
1
3
日
　
（
日
）
　
に
、
第
6
回
徳
市
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
祭
り
が
約
1
0
0
人
の

来
場
者
を
迎
え
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
入
口
に
は
、
地
元
有
志
の
手
造
り

門
松
が
か
ざ
ら
れ
、
即
売
会
場
で
は
野

菜
、
豆
餅
・
平
餅
、
コ
　
ン
ニ
ャ
ク
、
衣

料
、
手
打
ち
そ
ば
、
焼
き
そ
ば
、
焼
き
鳥

な
ど
で
に
ぎ
わ
い
、
ほ
ぼ
完
売
で
し
た
。

大
き
な
ワ
ニ
の
解
体
即
売
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
女
性
会
か
ら
全
員
に
温
か
い
と
ん
汁

が
ふ
る
ま
わ
れ
1
0
0
円
く
じ
引
き
で
は

目
玉
景
品
の
手
押
し
一
輪
車
、
電
気
ス

ト
ー
ブ
を
当
て
よ
う
と
長
～
い
列
が
で

き
、
当
た
っ
た
景
品
に
二
宮
一
憂
の
大
変

な
盛
り
上
が
り
と
な
り
、
皆
さ
ん
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
中
で
実
り
あ
る
人
と
人
の
ふ

れ
あ
い
が
で
き
ま
し
た
。
　
（
曽
根
光
生
）

『
と
ら
イ
ー
・
敵
地
2
0
1
0
』

花
文
字
年
賀
状
づ
く
り

敷
地
自
治
振
興
会
で
は
、
1
2
月
2
0
日

（
日
）
朝
8
時
3
0
分
か
ら
年
末
恒
例
と

な
っ
た
花
文
字
年
賀
状
を
作
り
ま
し
た
。

当
日
は
小
雪
の
舞
う
寒
い
日
で
し
た

が
、
作
業
を
す
る
頃
に
は
止
み
、
5
0
戸
で

作
っ
た
1
0
0
0
株
の
葉
ボ
タ
ン
を
手
渡

し
し
な
が
ら
割
竹
に
並
べ
て
1
0
時
頃
に
は

終
了
。
来
年
の
寅
年
に
地
区
民
の
期
待
を

込
め
て
万
歳
三
唱
。
最
後
は
女
性
会
の
温

か
い
ウ
ド
ン
と
お
い
し
い
お
む
す
び
を
い

た
だ
い
て
、
今
年
の
花
文
字
年
賀
状
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。
　
　
（
瀧
本
柳
三
）



特集吉舎町のまぢづくりを考える（劃回）
現在、尾道から松江を結ぶ「中国横断自動車道尾道松江線」の整備が進め

られています。
「吉舎」を通過点ではなく、インターチェンジでおりてもらうために、吉舎

に住む私たちが、「今、何を、どうしたらいいのか？」を考える最初の勉強

会を、11月28日（土）29日（日）に開催しました。

今回の勉強会は、㈲日本都市計画学会中四国風景まちづくり
したもので、学会に所属される広島大学教授など12人と、本町から24人の参

加者で、尾道松江線の整備を見据え、吉舎町の現状と課題について研修を深

めました。

学会からの研究や分析などの発表のほか、本町からは、吉舎町自治振興連

合会、吉舎ふれあい祭り実行委員会が、現状と課題について発表を行い、地
域の資源として期待できる酒蔵、田中写真館、銀山街道、うだっ通り、大慈
寺、銀山間歩、まむし養殖センター、奥家住宅、美術館あーとあい・ささ等
で現地研修を行いました。

広島大学名誉教授の杉恵先生からは、「吉舎町には名所旧跡がたくさんあ

り、これをうまく活用すれば吉舎TCで降りる観光客が増える可能性があ

・務 築館 � ��襲 �嘉 を �∴ ∴ �、X 

∴∴∴言∴：） 義壷 ���� � � 

諜 ∴∴ �� � �；裟毒 寧溺 � �γ‘／； �．許－， 窮 

∴＼；一： �� � �∴、： � 

滋票樫蒲懇鷲霧 ������� 

も。」とお墨付きをいただきました。
／ノこれからも、勉強会も開催しますのでたくさんの皆さんの参加をお待ちしております。（升田芳樹）

新春特別企画クロスワード・ささ
［ヨコのカギ］

2「わが道を行く」はゴーイング00000。
4「工ルコスの祈り」は劇団00。

6岩礁に多く生息する海水魚で美味。春告げ魚とも呼

ばれます。
7000色に染まる夕暮れの空

8安田地域がみんなで保護しています。
11今年の干支は？

12木炭を燃成すること。
14吉舎町の6つの自治振興会、一番南側にあるのは？

17消防署は119番、ここは110番。

一－12 吉舎の特産品の一つです。

オスとメスが一緒にいるのは00イ
2300高ドル安

24アオリ00、ホタル00、ヤリ00

25犬は喜び庭駆け回る。コタツで丸くなるのは？
27中四字は、三五°矢野地“海田原“00です。

28額に00して働く。

29免疫反応が、特定の抗原に対して過剰に起こる。

31ぴったりだったらいいですね。

32敷地の蜂00。

［タテのカギ①］　　　　　　命

1冬場の寒い朝、道路はこれがこわいのです。

2八幡自治振興会の地区のひとつ

3最近何か観ましたか？

4安芸の宮島と言えば？
5　お正月、0000餅

7000缶も、きれいに洗って資源のリサイクル。

9吉舎を中心に活動する演劇サークル「劇団000」
10方位を表すとき、北はエヌ、南は00。

13睦月、如月、000、卯月、皐月‥・。

4

［タテのカギ②］

14南国00は高知県。

15足にあっているものを選ぶのがポイントです。

16お正月は奪い合ったかも？

18あなたの00000に期待しています。

2000元過ぎれば熱さを忘れる。

21イースター島にあります。

26000ネこんこん。

28初日の出は、元旦の00。

30「希少な」「めずらしい」を意味する英語。

易の文字を並べ蓄えてできる言葉は？

田口□［コ
1 � �2 � � �3 � � �4 �5 

6 � � � � � � �7 � � 

8 � �9 � �10 � � � 

11 � � � � � �12 � �13 � 

14： �15 � �16 � � � � 

17 �18 � � � �19 � �20 � �21 

22 � � � �23 � � � � � 

24 � � �◆ �25 �6 � �27 � 

28 � � �9 �30 �i i l l � � � � 

31＿ � � � � � � � �312 � 

※答えがわかった人は吉舎町自治振興連合会へ。

抽選で10人の方に素敵なプレゼントがあります。

（1月20日までに竃話またはファックスで　43－7272）



吉舎歴史民俗資料館の
「先人の足跡を訪ねて」

歴史の先輩たちが汗した一端を伝える小コーナー

を設け展示しています。ぜひ、ご覧ください。

○養蚕と機織用具
かつて、さかんに行われていた養蚕と機織の用

具・道具の－一部を展示、紹介しています。

今ではほとんど見ることのなくなった作業用具が

登場しています。

○吉舎町史を紐解く

明治22年に吉舎村が誕生し、初議会で最初に決
められた記念すべき議案や、大正9年に町制施行

をめぐり村議会で審議された歴史的議事録、また

昭和初期の吉舎町の交通量を調べた貴重な資料な

ど、当時の様子が浮かび上がります。

場　所　吉舎歴史民俗資料館

置▼○○尊∵鋼009　°00日10n n　一〇〇日．06　°in．葵鴫，器量∴了i“⊃　●○○食、“ロ　●〇回　●葵町　001日守〃n On

呈酪酸亭墨該闘曝
吉舎保健センターのトレーニングマシンは、

日朝8時30分から夜10時まで利用で

Iン巡回指導日　毎週金曜日　930－11”30

1月15日1月22日1月29日　2月　5日

（12・00－1600）が利用で老視＼日

1月13日（水）1月20日（水〉1月27日（水）

1月28日（木）2月10日（水）2月17日（水）

2月24日（水）2月25日（木）

！以外の日は830－2200が利用できます。

ギを受取りご利用くだ

お聞合せ先．吉舎支所総合調整係（℡43－3111）

1－＿　〇°“章一　r”〃〃　0°．　rS●　r－．　rO“●　検〝，i宴も：目口○○●　〇〇〇●　〇〇〇匹∴「〇－子∵〇〇時∵□○○l

吉舎町内児童生徒作品展　　　　　　　　し－ 
町内小・中・高等学校の児童生徒の力作が一堂に集います。作品に込められた子どもたちの感性に、毎年多くの 

人から親しまれてきています。独創力あふれる作品の数々をこの機会にぜひご覧ください。 

会　場　美術館あーとあい・きさ 

期　間　（小学生の部）1月19日（火）～1月31日（日）　開館時間　午前10時から午後5時まで 

（中学生の部）2月　2日（火）～2月14日（日）　　　　　※月曜日は休館日です。 

（高校生の部）2月16日（火）～2月28日（日） 

匠んにちは吉舎図書館です
111月の新着図書案内（11月21日～12月20日受け入れ分）
閏

［一般奮］

鰭堯紫雲つ片づけ術　　警冨器窟
嘉子どもが喜ぶ同好一・イ小用ッキル　　　　葛恵子／著
iiゴルフボディーがつくるストレッチ＆トレーニング
載　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅原賢／著

＿C
、ノ〇

アシュリーが教えてくれたこと　　　ロリー・ヘギ／著

など38冊

＄［児童劇
ピース・ブック　　　　　　　　　トッド・パール／／作

おめでとう～たいせつなあなたへ～　いとうえみこ／文

親子で楽しむきりがみずかん　　　　　大原まゆみ／著

まえむきよこむきうしろむき‘いのうえようすけ／絵
パパとあたしのキャンプ　　　　　　鈴木永子／′作・絵

など91冊

鴇※貸出中の場合は予約もできます。どうそこ利用ください。

おねがい
賂図書館の資料を誤って汚したり破ったりしたとき、または

破れなどを発見されたときには、ご家庭にあるテープなど

で補修せず、そのままの状態で図書館へお持ちになり、破

損箇所を教えてください。ご協力をお願いいたします。

◎今月のひとこと 
「親子」という被写体は想像以上に魅力的なもの 

だった。ただ顔が似ているというだけではない何か 

を、それぞれの「親子の写真」は気づかせてくれ 
た。おやこなんだなあ、とあらためて思った。 

～田淵章三／写真「親子」より～ 

5

目

端

日

日

瑞

　

目

端

＝

”
1
－
端
日
日



喜 �� � � � � � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � � 

」○：∴ ��� � ��ヽ ��馬 ����� �� � ������ �� � ��� ��� ���� 

●： � �� � � � � ���� � � � � � � � ��� ��� �� � �� � � � � �ン鮎： � �宅筏三 �� � � �� � � �e � � � 

● � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �÷ � � � � � �� � � � � �〃 � � �e � � � 

室 �角 � � � � �羅 �� � � � �窪 �� � � �∴：＼ � �� � � � �i � � �� �� �竜 � � � � �彊 � ��� � � � � � � � � � 

…瑞 ��� ��� � � ��� �� � ��� ���� �� ��������∴プ∴： ���� � � � �� ���� ��� ���� � 

言上 �� � � � � � � � � � � � � � � � �∴＿ �� � � �� � � � � � � � � � � 

嶽 � �幾染 �� � � � � � �� � � � � � � �屡 � � � � � � � �義 �� �ゝ � �敬三 ��ゝ � � � � �� � � � �禦 � � � � �：l � 

声 ＼ 単 � � � � � ������ ��� � ���� �あ �� � � ���� ��� �� ���� � � � �� �� � �� �＼ ��� � 

占 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �� � � � � �縫 � � � �素 � 

「体を動かそう会」のお知らせ　　質し∴＿一一 

「ラクラク」から「ややきつい」運動まで　－㌫き、 

・1月22日（金）13：30－15：00 

・2月8日（月）13‥30－15‥00　　　　　　や 

会場：吉舎保健センター 

講師：健康運動指導士　今原正美さん 

参加費：500円 

お問合せ：三次市吉舎支所総合調整係　曾43－3111 

交通安全テント村が開催されました 
12月16日に、吉舎パークショッピング跡地で 

交通安全テント村が開催されました。 
2009年は三次市内で交 ���通死亡 ��事故が多発 �しま 

…＝ 事故が起きないよ う、お互いに気を つけ｛全“軍転を �萩 ∴： � �　∴÷ ∴∴時：∴ �� � 

讃謬甲器SSS賀SSSS 
、安〕里一 心がけましょう。 � ��∴∴ ��－：∴：ゞ∴∴∴∴一：∴ 

章一乳音m譲藻諜 重言　一・1、・・：千畳 � 

▼　寒暖 �盲1－2月 �i　　　　　　　　　　◆　　、 � 

＼丁創3 �日（水）13：30～ �吉舎地域審議会 �吉舎支所 

1月18 �日（月）16：00～ �吉舎町自治振興連合会　理事会 �吉舎生涯学習センター 

1月22 �日（金）10：00～ �AED講習会 �吉舎生涯学習センター 

AED設置されました

町内の各コミュニティセンターと生

涯学習センターにAED（自動体外式

除細動器）が設置されました。
AEDの使い

方の講習会も開

催しますので、
ぜひご参加くだ

さい。

詳しくは吉舎
町自治振興連合

会へお問合せく

ださい。

広島県剣道道場連盟主催の体験発表会作文応募で、吉舎剣友会か

ら多くのみなさんが受賞されました。

最優秀賞　小：藤井志帆　中：森末哲史

優秀賞
小：宗藤洗太・高下暁平

優良賞
中：中間雑希・天野祐一郎

努力賞
小：東　春那

中：山田由希美・岡田拓也
宮内彩花（敬称略）

発行・編集／『まるごときんさい』編集委員会
吉舎町自治振興連合会〒729－4211三次市吉舎町吉舎718番地1電話：43－7272FAX：43－7272g－maiI：kisaiitトr＠pl．pionet．neJp

三次市吉舎支所　〒729－4211三次市吉舎町吉舎368番地　電話：43－3112FAX：43－3062E－mail：kisa＠city．miyoshi．hiroshimaJp
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